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１．研究計画の概要 
本研究の目的は新旧両大陸で流行している
原虫感染症のリーシュマニア症（「リ症」）に
ついて、その伝播疫学や病態生理を比較検討
することによって本症の医学・生物学を解明
し疾病対策に役立てることである。具体的な
目的：（１）分子生物学的手法を駆使し両大
陸「リ症」の伝播疫学的特性を明らかにする。
（２）分子疫学診断法を開発し本症の流行地
への応用を図る。（３）効果的かつ簡便な化
学療法や免疫療法を検索・開発する。（４）
両大陸「リ症」の医学・生物学的特性や病態
生理を比較し、亜属（ Leishmania 又は 
Viannia）レベルでの差異を比較検討する。 
 
２．研究の進捗状況 
新旧両大陸における「リ症」の伝播疫学及び
病態生理を解明するため、各地の流行地（国）
で患者、媒介サシチョウバエ及び保虫動物を
対象とした種々の疫学調査を実施するとと
もに、得られた検体や原虫株を用いて種々の
実験並びに分子生物学的、免疫学的解析を加
えた。年次別の主な成果は以下の如くである。
平成 18 年度：（１）アルゼンチンの流行地で
3 種Leishmania原虫の分布を明らかにした。
（２）分子疫学的診断法の開発により、エク
アドル低地とアンデス高地の分子疫学的特
性を明らかにした。（３）パキスタンの低地
と高地の病原原虫種を決定するとともに、媒
介サシチョウバエ種を推定した。平成 19 年

度：（１）エクアドルとペルーでの成果に基
づき、両国「リ症」に対し、それぞれPeruvian 
uta 及びEcuadorian utaの新称を提唱した。
（２）媒介サシチョウバエ種及びLeishmania
原虫種の同定可能なMass screening法を開発
した。（３）エクアドル及びペルーのアンデ
ス型「リ症」の特性を比較解析した。（４）
サシチョウバエが媒介するバルトネラ症に
ついての情報を収集し、「リ症」との同所的
分布について検討した。（５）パキスタンの
「リ症」の調査結果に基づき、同症の分布拡
大を指摘した。平成 20 年度：（１）独自に開
発したmolecular mass screening法によって
ペルーとエクアドルのアンデス地域におけ
る原虫種と媒介サシチョウバエ種を決定し
た。（２）エクアドル国アマゾン地域でL.(V.) 
naiffiの分布を同国で初めて明らかにした。
（３）FTAカードで採取した患者検体が分子
生物学的解析に有用であることを明らかに
し、資料分析を行なった。（４）rＫ39 キット
の種々の「リ症」病型への応用、あるいは保
虫宿主（動物）の検索に有効であることを指
摘した。（５）パキスタンの「リ症」の病原
原虫は低地ではL.(L.)major、高地では
L.(L.)tropicaであることを明らかにした。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
各種の分子生物学的・分子疫学的手法や Mass 
screening 法、あるいは新規診断法等の開発



により、研究項目の各事項について予想以上
の進展がみられ、新知見も多く得られた。こ
れらの成果は 20 編の原著論文として纏めら
れ、いずれも Impact factor の高い国際誌に
発表されていることからも「本研究の進捗状
況は高い」と自己評価できる。また、予想以
上の進展がみられた背景には 1986 年以来 20
数年にわたって本研究課題で構築されてき
た対象相手国の医療関係者や共同研究者の
貢献が大きいことも特筆に値する。 
 
４．今後の研究の推進方策 
過去 3年間に得られた成果をベースにして今
後は更に掘り下げた研究を目指す。その主な
項目は以下の如くである。（１）エクアドル
及びペルーのアンデス地域やアマゾン・太平
洋側低地の「リ症」の特性を本研究で開発し
た分子手法を駆使して解析する。（２）患者
検体の FTA 採材に基づき、ペルー「リ症」病
原 虫 の 網 羅 的 解 析 と 同 国 に お け る
Leishmania 原虫種のマッピングを行なう。
（３）内臓「リ症」診断キット rＫ39 による
他の「リ症」病型、とくに皮膚粘膜及び汎発
性「リ症」患者や感染動物（保虫動物）検出
の可能性・有効性について検討する。（４）
旧大陸「リ症」について可能な限り材料及び
情報を収集し、その特性について解析する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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